
日
本
学
士
院
賞
　
受
賞
者
　
　
近こ

ん

　
藤ど

う

　
孝た

か

　
男お

専
攻
学
科
目
　
　
時
間
生
物
学
・
植
物
生
理
学

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
二
三
年
　
九
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
四
六
年
　
三
月
　
　
名
古
屋
大
学
理
学
部
生
物
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
一
年
　
三
月
　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
三
年
一
〇
月
　
　
基
礎
生
物
学
研
究
所
制
御
機
構
研
究
系
助
手

　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
四
年
　
三
月
　
　
理
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　
同
　
六
〇
年
　
六
月
　
　
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
（
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
二
年
一
〇
月
　
　
米
国
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
三
年
八
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
七
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
一
一
年
　
四
月
　
　
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
客
員
教
授
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
同
　
一
八
年
　
一
月
　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
長
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
同
　
二
〇
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
高
等
研
究
院
長
（
平
成
二
五
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
同
　
二
五
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
同
　
二
五
年
　
四
月
　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

四



理
学
博
士
近
藤
孝
男
氏
の
「
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア

概
日
時
計
の
再
構
成
と
計
時
機
構
の
研
究
」　に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
地
球
に
生
息
す
る
生
物
は
、
地
球
の
自
転
に
対
応
し
た
約
二
四
時
間
周
期
の

体
内
時
計
（
概
日
時
計
）
を
持
ち
、
昼
夜
環
境
下
で
巧
み
に
生
活
し
て
い
る
。

生
物
が
い
か
に
し
て
二
四
時
間
の
安
定
し
た
リ
ズ
ム
を
発
生
す
る
か
と
い
う
問

題
は
、
生
命
科
学
の
み
な
ら
ず
多
く
の
自
然
科
学
分
野
の
研
究
者
を
魅
了
し
て

き
た
。近
藤
孝
男
氏
は
大
学
院
時
代
か
ら
一
貫
し
て
概
日
時
計
の
研
究
を
続
け
、

一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
を
用
い
た
新
し
い
実
験
系
を
開
発

し
、
概
日
リ
ズ
ム
に
変
異
の
あ
る
突
然
変
異
体
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
計
遺
伝
子
群kaiA

, kaiB
, kaiC

を
同
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
遺
伝
子
の
発
現
制
御
様
式
を
研
究
し
た
結
果
、
高
等
生
物
の
研
究
か

ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
概
日
時
計
モ
デ
ル
と
同
様
、kai

遺
伝
子
発
現
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
計
時
機
能
を
生
み
出
す
可
能
性
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
遺
伝
子
発
現
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
だ
け
で
は
、
概
日
時
計
に
お
け

る
安
定
し
た
二
四
時
間
周
期
、
お
よ
び
、
時
計
が
温
度
に
依
存
せ
ず
に
一
定
の

リ
ズ
ム
を
刻
む
と
い
う
温
度
補
償
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
、
近
藤
氏
は
、KaiC

タ
ン
パ
ク
質
の
生
化
学
的
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、

二
〇
〇
五
年
、kai

遺
伝
子
発
現
が
停
止
し
て
い
て
もK

aiC

の
リ
ン
酸
化
サ
イ

ク
ル
が
持
続
す
る
こ
と
を
発
見
し
、
従
来
の
仮
説
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け

た
。
次
い
で
、
三
つ
のK

ai

タ
ン
パ
ク
質
とA

T
P

を
試
験
管
内
で
混
ぜ
る
だ
け

で
リ
ン
酸
化
の
二
四
時
間
リ
ズ
ム
が
自
律
的
に
発
生
す
る
こ
と
を
発
見
。
こ
の

三
つ
のK

ai

タ
ン
パ
ク
質
が
刻
む
リ
ズ
ム
の
周
期
は
温
度
補
償
さ
れ
、
ま
た
、

位
相
は
外
部
か
ら
の
刺
激
で
調
整
可
能
で
あ
り
、
生
体
に
お
け
る
概
日
リ
ズ
ム

と
同
様
な
性
質
を
呈
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
生
体
が
生
み
出
す
概
日

リ
ズ
ム
を
、
試
験
管
内
で
タ
ン
パ
ク
質
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
再
現
で
き
る

こ
と
を
初
め
て
示
し
た
も
の
で
、
独
創
的
且
つ
画
期
的
な
発
見
で
あ
っ
た
。

　
最
近
の
近
藤
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、KaiC

は
二
つ
の
ド
メ
イ
ン
か
ら
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
がA

T
Pase

と
し
て
機
能
し
、
ま
た
、C

末
端
側
ド
メ
イ
ン
の
セ
リ

ン
、
ス
レ
オ
ニ
ン
残
基
が
、K

aiA

とK
aiB

に
よ
る
制
御
の
下
、
リ
ン
酸
化
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。　KaiC

 A
T
Pase

の

A
T
P

分
解
活
性
は
、
温
度
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
い
特
性
を
有
し
、
ま
た
、AT

P

分
解
に
よ
っ
て
生
じ
る
一
日
当
た
り
の
リ
ン
酸
の
量
が
安
定
に
保
た
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
近
藤
氏
は
、K

aiC
 A
T
Pase

が
温
度
補
償
さ
れ
た
二
四
時
間
サ
イ

ク
ル
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
働
き
、
そ
の
支
配
下
で
自
己
の
リ
ン
酸
化
サ

イ
ク
ル
を
生
み
出
す
と
い
う
分
子
モ
デ
ル
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
少
数
の
タ
ン
パ
ク
質
の
集
合
体
だ
け
で
生
体
の
概
日
リ
ズ
ム
に
相
当
す
る
生

一
九



化
学
的
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
と
い
う
近
藤
氏
の
発
見
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

体
内
時
計
の
研
究
分
野
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。タ
ン
パ
ク
質
が「
時

を
刻
む
」
と
い
う
、
タ
ン
パ
ク
質
の
全
く
新
し
い
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
、
概
日
時
計
研
究
領
域
に
と
っ
て
予
想
外
の
転
回
で
あ
り
、
本
研
究
領
域
に

新
概
念
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
化
学
・
物
理
分
野

に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
同
氏
の
発
見
に
よ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
る
時
間

測
定
や
情
報
処
理
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
、
我
々
の
物
質
観
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
近
藤
氏
の
研
究
成
果
の
国
内
外
に
お
け
る
評
価
は
極
め
て
高
く
、

多
く
の
国
際
会
議
の
基
調
講
演
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
もK

ai

タ
ン
パ
ク

質
に
つ
い
て
新
た
な
機
能
解
明
が
期
待
さ
れ
、
本
研
究
分
野
の
国
際
的
牽
引
役

を
担
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
概
日
時
計
の
解
明
は
、
時
差
ボ
ケ
や
交
代
勤
務

の
管
理
な
ど
、
人
類
の
生
活
と
深
く
係
る
の
み
で
な
く
、
臨
床
治
療
や
精
神
医

学
（
不
眠
症
、
鬱
病
）
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
同
氏
の
研
究
成
果

は
そ
の
基
本
原
理
の
一
つ
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
貢
献
は
、
将
来
、

人
類
の
概
日
時
計
を
理
解
す
る
上
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
ろ
う
。

　
近
藤
氏
の
研
究
成
果
は
、
学
術
専
門
誌
の
み
な
ら
ず
、
一
般
雑
誌
や
科
学T

V

番
組
等
で
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
的
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
〇
〇
五
年
の
概
日
時
計
の
再
構
成
を
報
告

し
た
論
文
は
、
生
命
科
学
の
論
文
を
評
価
す
るF

aculty of 1000

に
お
い
て
、

概
日
時
計
研
究
分
野
で
の
最
高
の
評
価
を
発
表
以
来
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
、
中
日
文
化
賞
、
朝
日
賞
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
、
紫
綬
褒
章
な
ど

を
受
賞
す
る
と
共
に
、
概
日
時
計
分
野
の
国
際
賞A

schoff-H
onm
a

賞
、
日
本

植
物
学
会
、
日
本
植
物
生
理
学
会
、
日
本
遺
伝
学
会
か
ら
学
術
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

　
以
上
、
近
藤
氏
の
卓
越
し
た
業
績
は
、
学
士
院
賞
授
賞
に
相
応
し
い
。

主
要
な
論
文
の
目
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編
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の
原
著
論
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が
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な
論
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。
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